
（様式１号） 【記載例】 

建設業退職金共済関係提出書 

 

発注者名 鎌倉市長 

契

約

工

事 

契 約 工 事 名  ○○○○○工事 

契 約 金 額 19,500,000円 契約年月日 令和３ 年 ５ 月 21 日 

契 約 工 期    令和３ 年 ５ 月 21 日 ～  令和３ 年 ９ 月 20 日 

工事完成年月日  令和３ 年 ９ 月 10 日  ←工事しゅん功届の年月日を記入 

契

約

者 

名 称 

 

住 所 

 

代 表 者 氏 名 

電 話 番 号 

←元請業者を記載  

○○建設 株式会社 
鎌倉市○○町○-○-○ 
代表取締役 ○○ ○○               印 

0467（ 23 ）3000 

建 設 業 退 職 金 共 済 実 施 状 況 

1 建設業退職金共済担当部署及び担当者               ←元請業者を記載 

（1）担当部署  ○○課 

（2）担 当 者  ○○ ○○ 

2 建設業退職金共済への加入状況（○印）              ←元請業者を記載 

ア 加入済（ 令和○ 年 ○ 月 ○ 日 加入  共済契約者番号 ○○-○○○○○  ） 

イ 未加入（理由： ） 

3 発注者用掛金収納書提出状況（○印）         ←（様式２号）を提出した年月日 

ア 提出年月日  令和３ 年 ６ 月 ３ 日 （契約年月日  令和３ 年 ５ 月 21 日） 

イ 未提出（理由： ） 

4 証紙購入状況             ←（様式２号）に記載した「共済証紙購入額」を記載 

（1）購入年月日  令和３ 年 ５ 月 28 日  

（2）購 入 金 額  62,000円  （算出基礎：別紙様式２号参照） 

5 証紙貼付状況 

（1）貼付実施状況（○印） 

ア 貼付している 

イ 貼付していない（理由：                         ） 

（2）証紙貼付対象者数 

ア 実人員             18 人    ←（元請  10 人＋下請 ８人） 

イ 延人員             198 人    ←（元請 140 人＋下請 58 人） 

（3）証紙貼付方法（○印） 

毎日    毎月    賃金支払時    その他（            ） 

（4）証紙貼付担当者（○印） 

給料担当者    現場監督者    その他（               ） 



6 証紙受払簿 

（1）備付け状況（○印） 

ア 備付けている  （具体状況：                       ） 

イ 備付けていない（理由：  ） 

7 下請契約締結状況（○印）  締結   未締結 

（1）下請業者名 ㈱○○鉄筋工業 住所    鎌倉市○○町○-○-○ 

契 約 金 額 ○,○○○,○○○ 円 工種    鉄筋工事 

下請業者名 住所 

契 約 金 額 工種 

下請業者名 住所 

契 約 金 額 工種 

下請業者名 住所 

契 約 金 額 工種 

下請業者名 住所 

契 約 金 額 工種 

下請業者名 住所 

契 約 金 額 工種 

下請業者名 住所 

契 約 金 額 工種 

（2）下請業者に対する制度概要、組合加入等説明状況（○印） 

ア 説明している （具体状況： 新規入場者教育時に説明している。      ） 

イ 説明していない（理由： ） 

（3）下請への証紙の現物給付状況（○印） 

ア 有（金額 17,980 円）  ←（58 人×310 円） 

イ 無（理由： ） 

（4）下請契約金額への建退共掛金相当分の積算状況（○印） 

ア 有（金額 円） 

イ 無（理由：証紙の現物を給付しているため。 ） 

8 建設業退職金共済制度適用事業主工事現場明示標識掲示状況 

ア 掲示している （枚数）   １ 枚  （主な場所）仮設事務所前の工事掲示板 

イ 掲示していない（理由： ） 

提出年月日     令和３ 年 ９ 月 10 日            ←工事しゅん功届日 

（工事担当課記載欄）  ←工事担当課監督員は「施工プロセスのチェックリスト」など        

により内容確認し、成績評定（施工体制一般）に反映する。 

工事担当課 確認者 職氏名     ○○部 ○○課 

技術職員  ○○ ○○ 

 

 

※１次下請けは全て記入し

てください。 

 

※２次下請け以外について

は、証紙貼付者がいる業者は

記載してください。 

 

※下請業者の記入欄が不足

する場合は、別紙で作成して

ください。 


